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小
規
模
名
主
職
に
該
当
す
る
も
の
)
と
同
質
な
の
か
、
異

質
な
の
か
、
私
に
は
判
然
と
し
な
い
。

(
幻
)
史
料
纂
集
『
西
福
寺
文
書
』
で
は
、
永
禄
四
年
二
五

六
二
二
月
晦
日
付
光
乗
坊
日
遊
名
主
作
職
売
券
・
同
八

年
(
一
五
六
五
)
三
月
一
一
一
日
付
戒
善
院
作
職
売
券
の
二

通
を
所
収
す
る
が
、
西
福
寺
に
は
現
存
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
両
売
券
に
記
さ
れ
て
い
る
地
名
は
敦
賀
郡
の
も
の
と

註

認

定

で

き

な

い

た

め

除

外

し

た

。

(
初
)
『
日
本
史
大
事
典
』
の
寸
作
手
」
の
項
参
照
。

(μ)

「
西
福
寺
文
書
」
二
二
。

(
幻
)
稲
垣
、
註
(
川
口
)
前
掲
書
二
二
六
頁
。
(
お
)
「
西
福
寺
文
書
」
一
六
七
。

(n)
須
磨
千
頴
氏
は
、
作
職
を
旧
名
が
解
体
し
た
後
に
成
立
(
お
)
「
本
所
方
」
に
つ
い
て
は
、
補
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

す
る
新
名
川
中
小
規
模
名
主
職
に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
(
幻
)
中
世
の
地
主
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
純
夫
「
十
五
世
紀
後

る
が
(
註

(
3
)
前
掲
論
文
)
、
か
か
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
半
の
土
地
制
度
」
(
体
系
日
本
史
叢
書
6

『
土
地
制
度
史

す
で
に
稲
垣
氏
ら
に
よ
る
批
判
が
あ
る
(
稲
垣
、
註
(
印
)

I

』
〈
山
川
出
版
社
、
一
九
七
三
年
〉
)
の
第
二
・
三
節

前
掲
書
二
二
二
|
五
頁
)
。
是
時
名
に
お
い
て
も
、
楽
音
参
照
。

寺
の
門
前
百
姓
が
預
か
っ
た
作
職
を
旧
名
解
体
後
に
成
立
(
お
)
「
西
福
寺
文
書
」
七
七
。

し
た
新
名
H
中
小
規
模
名
主
職
に
該
当
す
る
も
の
と
す
れ
(
却
)
阿
古
女
の
法
名
が
「
浄
心
」
と
の
徴
証
は
、
『
敦
賀
郡

ば
、
そ
の
作
職
を
預
け
た
西
福
寺
が
所
持
す
る
名
主
職
と
古
文
書
』
七
三
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
応
永
六
年
二

は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
須
磨
氏
は
、
三
九
九
)
四
月
八
日
付
阿
古
女
・
浄
鎮
連
署
団
地
寄
進
状

後
述
す
る
永
正
七
年
二
五
一

O
)
一
一
月
一
一
一
日
付
砂
の
端
裏
書
に
「
浄
心
寄
進
状
四
反
田
」
と
あ
る
こ
と
に

流
郷
太
郎
兵
衛
田
地
売
券
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
六
七
)
よ
る
。
な
お
、
現
在
、
こ
の
文
書
は
「
古
文
書
歴
代
手
跡

(
マ
、
)

に
見
え
る
作
職
を
「
耕
作
権
と
し
て
の
性
質
を
失
な
っ
て
続
輯
一
二
」
と
の
題
策
が
付
い
た
巻
子
本
に
収
め
ら
れ
て
い

い
た
」
と
さ
れ
る
が
、
耕
作
権
と
し
て
の
性
質
を
失
っ
た
る
が
、
装
演
の
際
の
切
断
に
よ
り
、
「
浄
心
寄
進
状
」
の

作
職
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
さ
ら
に
、
五
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
。

そ
れ
は
先
の
作
職
(
旧
名
解
体
後
に
成
立
す
る
新
名
H
中
(
初
)
敦
賀
郡
で
は
、
屋
敷
の
付
属
耕
地
を
「
ま
つ
は
り
」
と

日
疋
時
名
と
散
岡
田

1
1
1
1
「
西
福
寺
文
書
」
年
未
詳
二
月
二
八
日
付

是
時
名
・
久
延
名
作
職
重
書
を
め
ぐ
っ
て
I
l
-
-

寺

下

義
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称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
六
四
・

二
ハ
六
)
。
本
御
所
回
も
庵
室
周
辺
に
存
在
し
た
「
ま
つ

は
り
」
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
元
禄
三
年
二
六
九

O
)

一
一
月
三
日
以
降
、
西
福
寺
二
七
世
仰
誉
良
長
の
頃
の
製
作

と
推
定
さ
れ
る
「
西
福
寺
古
図
」
(
『
敦
賀
市
史
』
史
料

編
第
三
巻
所
収
口
絵
1
0
製
作
年
代
の
比
定
な
ど
に
関
し

て
は
、
別
稿
で
卑
見
を
述
べ
た
い
)
で
は
、
現
在
の
畠
中

幹
雄
氏
宅
(
図
H
の

A
)
付
近
に
「
極
楽
院
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
村
民
の
居
宅
が
搭
頭
に
な
っ
た
も
の
と

し
て
は
、
香
城
院
と
な
っ
た
次
郎
衛
門
の
事
例
が
確
認
さ

れ
る
(
「
西
福
寺
文
書
L

一
四
八
)
。

(
む
)
「
作
職
共
一
一
」
と
い
う
文
言
は
、
「
無
万
雑
公
事
、
作

職
共
ニ
永
代
御
知
行
」

(

1

西
福
寺
文
書
L

二
ハ
一
。
こ

の
史
料
に
つ
い
て
は
、
註
(
胤
)
参
照
)
、
「
然
間
反
銭
作

職
共
一
一
可
有
御
進
退
候
」
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編

9

中
・
近
世
七
所
収
「
西
福
寺
文
書
」
六
。
こ
の
文
書
は
、

「
西
福
寺
文
書
」
一
六
五
と
と
も
に
慶
芳
が
買
得
し
た
木

崎
郷
「
か
さ
平
ミ
」
五
反
(
同
一
八
こ
の
本
券
で
あ

る
)
、
「
作
職
共
可
有
御
進
退
」
(
同
一
九
六
)
の
よ
う

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
売
却
・
寄
進
な
ど
の
主
要
対
象
で

あ
る
土
地
所
有
権
・
加
地
子
得
分
収
取
権
が
か
か
る
付
帯

的
文
言
で
表
現
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
れ
ら
は
耕

作
権
の
所
持
や
進
退
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

(
辺
)
一
般
的
に
、
内
得
(
徳
)
分
は
名
主
が
収
取
す
る
加
地

子
得
分
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
敦
賀
郡
で
は
、
特
に
名

寺
下

是
時
名
と
散
回
同

主
の
場
合
(
「
西
福
寺
文
書
」
一
六
六
)
の
み
な
ら
ず
、

分
米
か
ら
本
役
分
を
差
し
引
い
た
寸
余
乗
」
(
同
一
一
一
一
)
、

「
定
得
」
(
同
一
三

O
)
、
「
得
分
米
」
(
同
一
七
七
。

な
お
、
同
一
八

O
で
は
、
こ
れ
を
「
内
得
分
」
と
称
し
て

い
る
)
な
ど
の
剰
余
部
分
を
内
徳
分
と
認
識
し
て
い
た
と

考
え
る
。
太
郎
兵
衛
を
「
名
主
之
方
」
と
し
た
り
、
平
内

名
内
の
社
司
免
田
九
反
を
弥
九
郎
か
ら
買
得
し
た
春
庚
を

単
純
に
同
名
の
名
主
と
見
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
お
)
「
西
福
寺
文
書
」
一
一
九
。

(
鈍
)
寸
西
福
寺
文
書
」
一

O
八。

(
お
)
木
崎
郷
忠
大
夫
は
、
未
進
し
た
公
方
段
銭
を
肩
代
わ
り

し
て
く
れ
た
西
福
寺
に
田
地
一
反
九

O
歩
を
売
却
し
て
い

る
が
、
当
該
地
は
「
当
寺
よ
り
重
代
相
伝
一
一
御
預
候
御
名

之
内
」
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
売
券
(
実
質
的
に
は
肩

代
わ
り
分
「
当
寺
之
御
斗
定
米
弐
石
五
斗
分
」
の
借
用
状

と
言
、
え
る
)
で
、
忠
大
夫
は
「
於
以
後
候
て
、
菟
角
違
乱

煩
申
候
者
、
堅
預
御
成
敗
、
又
彼
御
名
被
召
放
候
て
、
別

人
ニ
可
被
仰
付
候
L

と
述
べ
て
い
る
(
「
西
福
寺
文
書
」

一
九
ご
。
忠
大
夫
も
西
福
寺
の
名
代
の
ひ
と
り
で
あ
っ

た
と
推
察
き
れ
る
。

(
お
)
「
西
福
寺
文
書
」
四
四
。

(
幻
)
『
福
井
県
史
』
資
料
編
8
中
・
近
世
六
所
収
「
善
妙
寺

文
書
」
二
八
。

(
お
)
永
禄
九
年
二
五
六
六
)
一

O
月
一
五
日
付
善
妙
寺
法

度
(
「
善
妙
寺
文
書
」
一
一
一
)
に
は
、
次
の
よ
う
な
条
文

が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
常
住
分
弁
熔
頭
寮
舎
納
分
作
人
同
居
住
之
百
姓
等
、

田
由
国
諸
済
物
又
者
夫
役
等
於
閥
如
未
進
者
、
致
案

内
御
催
促
申
請
可
遣
之
、
於
猶
其
上
何
時
モ
作
職

可
致
改
替
由
之
事
、

こ
の
他
、
『
福
井
県
史
』
資
料
編
5
中
・
近
世
三
所
収

「
瓜
生
守
邦
家
文
書
」
一
一
一
五
・
「
越
知
神
社
文
書
」
四
0
・

寸
北
野
七
左
衛
門
家
文
書
し
六
・
「
剣
神
社
文
書
」
一

O

七
、
さ
ら
に
「
木
下
喜
蔵
家
文
書
」
一
一
(
『
福
井
県
史
研

究
』
一

O
、
一
九
九
一
年
)
な
ど
、
枚
挙
に
逗
が
な
い
。

(
鈎
)
『
福
井
県
史
』
通
史
編
2
中
世
六
七
一
頁
。

(ω)
「
西
福
寺
文
書
」
一
一
二
・
一
四
。
櫛
河
郷
を
重
代
相
伝

の
私
領
や
所
領
と
述
べ
た
山
内
氏
の
他
、
野
坂
庄
内
の
郷

を
「
重
代
相
伝
之
地
し
と
称
し
た
も
の
に
、
砂
流
郷
の
守

心
(
『
敦
賀
郡
古
文
書
』
八
八
H
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編

第
三
巻
所
収
「
西
福
寺
文
書
L

五
一
二
)
や
郷
通
(
『
敦
賀

郡
古
文
章
首
』
一
五
一
H
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
三
巻
所

収
「
西
福
寺
文
書
」
一
一
一
八
)
が
い
た
ロ
守
心
(
「
津
保

殿
」
)
は
ま
た
金
山
郷
内
の
田
地
に
つ
い
て
も
安
堵
し
て

お
り
、
「
地
頭
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
(
「
西
福
寺
文

書
」
三
四
)
。
当
時
、
敦
賀
郡
に
は
郷
地
頭
と
も
言
う
べ

き
在
地
有
力
者
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
H
U
)

原
地
籍
町
四
(
櫛
川
地
籍
品
目
)
・
同
%
(
同
日
)
に
寸
上

高
野
」
・
「
下
高
野
」
、
櫛
川
地
籍
別

-
U
・
∞
∞
に
寸
西

高
野
L

・
J

品
野
」
・

1

東
高
野
」
が
あ
る
。
な
お
、
応
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永
五
年
二
三
九
八
)
一

O
月
日
付
泰
遍
屋
敷
・
団
地
寄

進
状
(
「
西
福
寺
文
書
」
二
五
)
に
見
え
る
「
荒
野
し
は
、

お
そ
ら
く
「
高
野
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
位
)
「
西
福
寺
文
書
」
一
一
九
。

(
必
)
高
原
庵
は
、
高
野
東
谷
に
あ
っ
た
寺
庵
(
寸
西
福
寺
文

書
」
二
五
・
二
九
)
。
永
享
五
年
二
四
三
二
一
)
、
高
原

庵
祖
運
は
逝
去
の
際
、
筋
野
庄
(
郷
・
保
と
も
)
案
主
名

内
剣
宮
左
一
神
子
回
を
西
福
寺
に
寄
進
し
て
い
る
が
(
同

一
o-
二
、
文
安
四
年
ご
四
四
七
)
四
月
二
五
日
、
藤

原
継
行
は
「
西
福
寺
末
寺
高
野
東
谷
栖
閑
院
事
、
祖
運
禅

師
任
寄
進
状
之
旨
、
知
行
不
可
有
相
違
」
と
安
堵
し
て
い

る
(
同
一
一
七
)
。
祖
運
示
寂
後
、
高
原
庵
は
名
を
栖
閑

院
と
改
め
、
西
福
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
こ
と
を
知
る
。
な

お
、
栖
閑
院
は
、
文
亀
三
年
二
五
O
三
)
九
月
一

O
日

付
西
福
寺
々
領
目
録
(
同
一
四
九
)
の
寸
諸
塔
頭
分
」
の

中
に
も
見
え
、
高
野
田
六
反
を
知
行
し
て
い
る
。

(
敦
賀
市
鞠
山
九
一

l
四
五
)
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